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林間学校 指導内容や支援の重点
教師の役割分担やその内容を確認します。担当者や協力担当者の（ ）に教員名を

記入し、連携や協力ができるようにします。

係 名 ○ 活 動 内 容 支援の重点（留意点） 協力担当者

( 担当者 ) ・ 指 導 内 容

○ 部屋の代表 ・学級担任との連絡を密にし 学級担任

室 長 ・責任をもって行動させる。 て部屋の様子を把握する。

( ) ○ 反省会の司会 ・全員を静かに座らせてから 学級担任、

・先生からの連絡を伝達させ、 室長がしっかりと話をする 副担任

問題点があれば報告させる。 ようにさせる。

○ 開校式、閉校式の司会進行 ・整列の場所や方法を指示す ( )

・大きな声でしっかりと話せる る。

ように練習させる。 ・ピアノ伴奏者の指導をする。( )

・放送の調整をする。 ( )

・整列が終了したら自然の家 ( )

の所長を呼びに行く。

○ 朝のつどい、夕べのつどい ・整列の場所や方法を指示す ( )

の司会進行 る。

・大きな声でしっかりと話せる ・放送の調整をする。 ( )

ように練習させる。 ・旗の片付けや準備をする。 ( )

○ ５分前行動の指示 ・次はどんな活動があるのか 学級担任、

・計画表や時計をこまめに見る 児童に話しかけ、確認する 副担任

ようにさせる。 ようにする。

○ シーツ、枕カバーの配布、 ・配布するときに、全員を集 学級担任、

生 活 返却 めてから一人一人に手渡す 副担任

( ) ・枚数を確認してから、一人一 ようにさせる。集めるとき

人に手渡すようにさせる。集 は、ひとまとめにして結ん

めるときは、ひとまとめにし でリネン室へ運ばせる。

て結び、リネン室へ届け、ホ

ワイトボードに○をつけさせ

る。

○ 室内の整理、整とん ・ロッカーは、番号順や背の 学級担任、

・荷物の置き場所をみんなで決 順等でみんなで決めるよう 副担任

め、落し物はすぐに確認させ に指示しておく。

る。

○ 消灯の確認、起床の声かけ ・時間を確認させながら、行 学級担任、

・消灯時間が近づいたら、歯磨 動の遅い児童には準備を手 副担任

きやトイレに行くように言わ 伝う。

せる。 ・消灯、起床の放送を入れる。 ( )

・起床時間の前に起きてうるさ ・消灯後の見回りに行く 時 ( )

い人がいたら注意させる。起 時 ( )

床時間になっても起きない人 時 ( )

には優しく声をかけるように ・夜尿のおそれのある児童を ( )

させる。 起こす。

○ 休憩時間の過ごし方 ・外で遊ぶことを許可する場 ( )

・暴れたりうるさい人がいたら 合の担当を決めておく。

注意させる。 ・談話コーナーで様子を見る。( )

・ガラスやカーテンを破損しな

いように注意させる。

○ 廊下の歩行 ・危険な様子があればその都

・階段や廊下はかなり滑るので 度注意する。程度によって

走ったり、ふざけたりしない は、担任へ報告し、担任か 学級担任、

ように声をかけさせる。 ら注意してもらう。 副担任

○ ５分前行動の指示 ・次はどんな活動があるのか

・計画表や時計をこまめに見る 児童に話しかけ、確認する ( )

ようにさせる。 ようにする。 ( )
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○ 浴室、脱衣室の点検、片付 ・時間を守らせる。よく拭い ( )

け てから上がらせる。忘れ物 ( )

・最後の学級が責任をもってで に注意させる。

きるように自覚させる。

○ 食事係の集合 ・放送があったら、部屋ごと 学級担任、

食 事 ・15分前になったら、手を洗っ に並んで食堂に行かせる。 副担任

( ) て給食着をもって食堂に集合 手を洗ってから入らせる。

させる。 ・食事係が「いただきます。」 学級担任、

○ 食事の片付け 「 ご ち そ う さ ま 。」 を 言 う 副担任

・食事係が「ごちそうさま」を が、全体でするか学級ごと

言ってから、テーブルごとに にするか決めておく。 学級担任、

食器をまとめさせる。 ・おかわりは、合図があって 副担任

○ 食堂の清掃 か ら に す る 。（ 食 べ ら れ る

・片付けをしっかりさせる。 量だけにさせる）

テーブルや床に落としたもの ○ 学年で統一した形式で食

は、拾わせる。 堂の座席を決めておくとよ

○ 野外炊飯の準備、片付け いです。

・(うどん打ちの欄を参照)

○ キャンプファイヤーの運営 ・キャンプファイヤーの欄参

学習・レク 照

( ) ○ チャレンジハイクの運営 ・チャレンジハイクの欄参照

・放送関係 ( )

○ ラジオ体操のリード ・進行の補助 ( )

・朝のつどいのときに前ででき ・児童の整列 ( )

るように練習させる。 ・照明 ( )

・しっかりと見本ができるよ ( )

うに練習させておく。

○ キャンドルサービスや室

内レクは雨天時のみの実施

なのでキャンプファイヤー

の進行に準じて行います。

○ 健康調べ ・毎日飲む薬、ぜんそくやア 学級担任、

保健・衛生 ・定期的なものと緊急なものに レルギー等の自分専用の薬 副担任

( ) ついて練習させる。 は必ず持たせる。

○ 病人、けが人の世話 ・虫よけや虫さされの薬、酔

・養護の先生や学級担任に速や い止め等は各自で用意させ

かに知らせるようにさせる。 る。

・ぜんそくやアレルギーのあ

る児童は、キャンプファイ

ヤーの煙や布団の上げ下ろ

しのときに配慮する。

○ チェックポイントとその担 ☆ 当日の注意事項

チャレンジ 当者、ゲーム内容の決定 ・軍手、タオル、帽子(体育帽

ハイク ・学級で説明させる。 子の白)、長ズボン、暑くて

山登り ○ ルールやポイントの決定 も長袖のほうがよい、(切り

( ) ・学級で説明させる。 傷、すり傷、虫さされ、葉

○ 賞状の準備 によるただれ等の防止)

・手作りの賞状を分担して書か ・トイレに必ず行く。

せる。 ・適度な水分補給をする。

○ 開会式、表彰式の運営 ・虫よけスプレーは無臭の物

・開会式、表彰式の分担を決め がよい。(香りがするものは

て、練習させる。 ハチが寄ってくる)

・集団で行動する。(集団で行

動していれば、イノシシ、

ヘビは襲ってこない)

・スズメバチが来たら、飛ん

でいる高さよりも身を低く
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してその場から静かに遠ざ

かる。大きな声を出したり

、振りはらったりしない。

○ プログラム、係分担、レク ☆ 当日の注意事項

キャンプフ リエーションの決定 ・コンクリートでできたサー

ァイヤー ・必要に応じて話し合わせる。 クルの中には入らない。(や

( ) ○ 係の練習とリハーサル けどに注意)

・あわてずに動き、大きい声を ・ベンチよりも後ろにはいか

出せるように練習させる。 ない。(虫、ヘビがいる。)

○ ダンスや歌の学年での事前 ・火の粉が舞いあがるので落

練習 ちてくる火の粉には気をつ

・整列の仕方やダンスや歌は係 ける。

の児童が見本になれるように ・トーチをもつ児童は前後の

練習させる。 間隔を十分取る。

○ 雨天時の計画 ・トーチで木に火をつけたら、

・キャンプファイヤーの進行に すぐにトーチを遠ざける。

準じてキャンドルサービスが ☆ 当日の協力体制

できるように準備させる。 ・着替えの補助 ( )

・トーチの準備の補助 ( )

・放送関係 ( )

・進行の補助 ( )

・児童の整列 ( )

・準備や片付け ( )

○ 祝詞の文面を考えておき

ます。また、火の神、火の

子の衣装は自然の家にあり

ます。

○ 持ち物 ☆ 当日の協力体制

うどん打ち ・エプロン、バンダナ(給食用 ・食事係を使って、食堂から ( )

( ) 帽子) 材料と食器を野外炊事場に

☆ 当日の注意事項 運ぶ。終わったら戻す。

・走ったりふざけたりしない。 ・班ごとにテーブルを割り振 ( )

・道路の往復には、車に注意す り、着席させる。

る。 ・雨天時には、食事係を使っ ( )

・トイレに行くときは、班の友 てうどんを食堂から野外炊

達に言う。戻ってきたら必ず 事場へ運び、ゆでたら食堂

手を洗う。 へ運ぶ。

・包丁を使うときには十分に注 ・うどんをゆでてる間に、食 ( )

意する。(振り回さない) 事係を使って、食堂から五

・かまど、薪を使うときには、 目ご飯とつゆ、お茶パック

やけどに注意する。 を運ぶ。

・片付けのときに中心になり ( )

指示をする。(しまう場所が

決まっているので指導主事

から聞いておく)

・鍋を洗う。(けっこう大きい ( )

ので、服が濡れます)

☆ 当日の注意事項 ☆ 当日の協力体制

スプーン作 ・小刀を使うので持ち方の指導 ・整列して座らせる。 ( )

り をする。 ・ブルーシートを敷く。 ( )

( ) ・グル―ガン(ホットボンド)の ・片付けの指示をする。(児童 ( )

先は高温になるのでやけどに が遊びだすので、手のあい

注意する。 ている児童には仕事を与え

・ニスが手に付いたらすぐに手 る)

を洗う。


